
福島県産水産物中の放射性ストロンチウム（Sr-90) 
H27年度第３回福島県下漁業協同組合長会議 水産総合研究センター資料 

目的: 福島県産の水産物中のストロンチウム-90の濃度を把握する。 
 
背景: 　放射性ストロンチウムの測定は、化学分離など煩雑な操作（薬品が使用できる実験室が必要）が

必要であり、測定に至るまでに4週間以上要する。そのため、現在の食品の検査ではあらかじめ放
射性ストロンチウムの存在を仮定し、放射性セシウムでその測定を代用することにしている。 

　　　　セシウムは軟組織（筋肉など）に溜まりやすいが、ストロンチウムは硬組織（骨など）に溜まり
やすいことから、骨も一緒に食べるような水産物での汚染が心配されている。 

Á  (�)  B7-�

Û£®�

)  ehvmci^Þ�³xdjBBDmãt�>Nd)�ÓdÃÒdoÕxß�

Ú�33Áâ�æ  B7-  �
)�  ��

0�±Ðê°Äh_y@dÚ�8¯©<@7mBv��

¡��Zvrfu�d¡��¶ÎÞw^kl\rf1(4bi^`rf4i]`rf)(.ß�

○なぜ4週間以上も要するのか？ 

ストロンチウム-90　　　　　イットリウム-90　　　　　ジルコニウム-90 

（半減期28.8年） （半減期64時間） （安定） 

弱いベータ線（測定不可） 強いベータ線（測定可能） 

　これが溜まるのに２週間待つため時間が必要 ストロンチウム-90の化学分離は
煩雑で１週間以上要する。 

○あらかじめストロンチウムの存在を仮定するとは？ 

セシウムのように生試料では測
定できない。まずは試料の灰化
に１週間かかる。 

試料の灰化 
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事故後の水産物中のストロンチウム-90濃度のまとめ 
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コウナゴ中のストロンチウム-90濃度 


